
 

倉敷中央病院 病棟フリーWi-Fi 利用規約 

 

１．目的  

本規約は、倉敷中央病院 以下「当院院 という）が入院患者およびその家族、付添人その他院院が利用

を認めた者 以下「当利用者 という）の患者サービスの充実を図ることを目的として提供する病棟フリ

ーWi-Fi以下「当本サービス という）の利用について必要な事項を定めるものとする。 

 

２．利用条件  

本サービスを利用するためには、本規約に同意しなければならない。利用者が本サービスの利用を開始

した場合は、本規約に同意したものとみなす。 

 

３．本サービスの利用  

以１）利用者は 当入院のしおり に記載された SSID およびパスワードを使ってインターネットに接続

することができる。 

以２）常に安定した接続環境および通信速度を保証するものではない。  

以３）通信内容の安全性、通信障害の発生防止及び情報漏えいの防止について保証するものではない。  

以４）利用料金は無料とする。ただし、利用者がインターネット上で利用した有料サービスについて

は、院該利用者が費用を負担するものとする。 

 

４．提供エリア  

「記対象病棟の入院病室はご利用いただけます。  

【対象病棟】 

 １棟・・・３階、４階以陣痛室、MFICU含む）、５階、６階、７階、８階、９階 

 ２棟・・・３階 

 ３棟・・・５階、６階、７階、８階、９階、１０階、１１階、１２階、１３階 

 ９棟・・・３階、４階、５階、６階、７階 

 

５．利用者の責務  

以１）本サービスは、皆様に公平にご利用いただくため、一度に大量のデータをダウンロードする行為

以4Kを超える高画質動画の長時間視聴や大容量ファイルの送受信等）はお控えください。 

以２）本サービスを利用するに必要な通信機器については利用者が準備するものとし、院院からの機器

等の貸し出しは一切行わない。  

以３）本サービスへ接続する機器のセキュリティ対策は利用者が行うものとし、利用中に生じたコンピ

ューターウイルス感染等の被害について、院院は一切の責任を負わないものとする。  

以４）多床室の場合は他の利用者の迷惑にならないよう、通信機器の音声は消音もしくはイヤホ

ン等を利用するものとする。また、個室であっても、多床室同様、大音量での再生等により他

の利用者や病棟の迷惑にならないよう、音量に配慮するか、イヤホン等を利用するものとする。  

以５）病院側でのウェブサイトの閲覧制限以フィルタリング機能）は行っておりません。お子様以青少

年）が利用する場合は、保護者が必要に応じてフィルタリング機能等を設定するものとする。 

以６）利用者は、院院から提供された SSID 及びパスワードを第三者へ開示、貸与又は共有してはなら

ない。 

以７）利用者は、院院が不正利用の調査その他必要な対応を行う場合、これに協力するものとする。 

 

６．禁止行為  

利用者は、本サービスの利用にあたって下「に該院する行為はしてはならない。 

・第三者もしくは院院の著作権またはその他の権利を侵害する行為および侵害する恐れのある行為。 

・第三者もしくは院院の財産又はプライバシー権を侵害する行為および侵害する恐れのある行為。 

・第三者もしくは院院の不利益又は損害を与える行為および与える恐れのある行為。 



 

・公序良俗に反する行為以わいせつ、売春、暴力、残虐、虐待等）、若しくはその恐れがあると院院

が判断する行為、又は公序良俗に反する情報を第三者に提供する行為。 

・法令に違反し、もしくは違反する恐れのある行為及び迷惑行為。  

・選挙期間中であるか否かを問わず、選挙運動またはこれに類する行為。 

・性風俗、病院運営を妨げる勧誘、営業、政治活動又は宗教活動に関する行為。 

・本サービスを再販売、賃貸するなど、本サービスそのものを営利の目的とする行為。 

・第三者若しくは院院に対しメール受信を妨害する行為。連鎖的なメール転送を依頼する行為およ

び院該依頼に応じて転送する行為。  

・本サービスによりアクセス可能な院院または第三者の情報を改ざん、消去する行為。  

・本サービスに係る設備に対して過度な負担を与える行為、本サービスの提供を不能にする行為、本

サービスの提供に支障を与えその運営を妨げる行為、又はそれらのおそれのある行為。 

・SSID およびパスワードを不正に使用する行為。  

・コンピューターウイルス等の有害なプログラムを提供する行為。 

・ファイル共有ソフトなど大量データのダウンロードにより通信回線に負担をかける行為。 

・法令に違反し、もしくは違反する恐れのある行為又は院院が不適切と判断する行為。 

 

７．サービスの変更・中止  

以１）院院は、利用者に予告なく本サービスの内容を変更できるものとする。  

以２）院院は、次のいずれかに該院する場合、本サービスの全部又は一部の提供を中断することがある。 

・天災地変等の不可抗力 

・本サービスに関する機器、設備等の保守、工事等 

・本サービスにおいて使用する機器、設備等に故障、障害等の発生 

・災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供給の確保又は秩序の維持に必要な通

信その他公共のために必要があるとき。  

・院院の運用上又は技術上、本サービスの全部又は一部の提供を中断する必要があるとき。 

以３）院院は、利用者が本規約に違反した場合又はそのおそれがあると判断した場合、事前通知なく本

サービスの利用を停止することができる。 

 

８．通信ログの取得及び開示 

以１）院院は、本サービスの適切な運用の確保及びセキュリティ上の観点から、利用者のアクセスログ、

端末識別情報等の通信ログを記録・保存することができる。  

以２）院院は、本サービスにおいて法令に違反する行為、又はそのおそれのある行為が行われた場合、

警察等の捜査機関や関係省庁からの法令に基づく正式な要請があったときは、前項の通信ログ

等を開示・提供することがある。 

 

９．免責事項  

院院に故意又は重大な過失がある場合を除き、下「の各項が適用されるものとする。 

以１）利用者が本サービスを利用することにより第三者との間で生じた紛争等に関して、院院は一切責

任を負わない。  

以２）利用者が本サービスを利用して取得する第三者が提供する情報について、院院は一切責任を負わ

ない。 

以３）本サービスの全部若しくは一部の提供の中断及び提供の廃止等、並びに本規約の変更、利用停止

および通信利用の制限等によって使用者が損害を被った場合でも、一切責任を負わない。 

以４）院院は利用者が利用するいかなる機器およびソフトウェアについて一切動作保証は行わないも

のとする。 

 

附則 

本規定は 2026 年 8 月１日から適用するものとする。 


